
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス

勇
気
を
胸
に

第
３
稿脚

本
／

小
中
千
昭

T
e
l
e
P
l
a
y

b
y

C
h
i
a
k
i

J
.

K
o
n
a
k
a
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0
0
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登
場
人
物

ト
ウ
マ

カ
イ
ト

コ
イ
シ
カ
ワ

ミ
ズ
キ

コ
バ

ケ
ン
ジ
ロ
ウ

シ
ョ
ー
ン

ホ
ワ
イ
ト

エ
リ
ー

ヒ
ジ
カ
タ

シ
ゲ
ル

ヨ
シ
ナ
ガ
教
授

集
中
治
療
室
の
医
師

Ｕ
Ｄ
Ｆ
隊
員
達

グ
ラ
ン
ゴ
ン
（
一
話
の
別
個
体
／
死
骸
）

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
（
ラ
ゴ
ラ
ス
の
進
化
体
）



○
ベ
ー
ス

タ
イ
タ
ン
／
夜

Ｎ

「
束
の
間
の
平
和
な
夜
だ
っ
た
」

○
カ
イ
ト
の
私
室

落
と
さ
れ
た
照
明
。
素
っ
気
な
い
私
室
裵
裵
。

ベ
ッ
ド
の
カ
イ
ト
、
夢
を
見
て
い
る
裵
裵
。

Ｎ

「
カ
イ
ト
は
夢
を
見
て
い
た
裵
裵
」

○
カ
イ
ト
の
夢
／
第
一
話
リ
プ
ラ
イ
ズ

龍
巌
岳
で
争
う
ラ
ゴ
ラ
ス
と
グ
ラ
ン
ゴ
ン
。

ミ
ズ
キ
の
バ
ー
ド
１
、
不
時
着
。

カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
救
出
。

カ
イ
ト
「
君
の
代
わ
り
に
俺
が
飛
ぶ
！
」

ミ
ズ
キ
「
え
っ!

?

」
飛
び
立
つ
バ
ー
ド
１
。

ラ
ゴ
ラ
ス
の
冷
凍
光
線
に
被
弾
し
、
落
下
す
る
バ
ー
ド
１
。

カ
イ
ト
「
う
あ
あ
あ
あ
っ!

!

」

と
！
背
後
か
ら
迫
る
赤
い
球
体
。

静
止
す
る
時
間
裵
裵
。

○
カ
イ
ト
の
私
室

カ
イ
ト
、
苦
し
げ
に
煩
悶
す
る
顔
裵
裵
。

○
カ
イ
ト
の
夢
／
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
未
来

バ
ー
ド
１
に
迫
る
球
体
裵
裵
、
す
っ
と
消
え
る
。

暗
転

○
カ
イ
ト
の
夢
／
抽
象
的
な
集
中
治
療
室

１



ぼ
う
っ
と
立
っ
て
い
る
カ
イ
ト
。
ど
う
し
て
自
分
が
こ
こ
に

い
る
の
か
判
ら
な
い
で
い
る
。

カ
イ
ト
「
？
」

寝
台
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
者
が
い
る
。
全
身
を
包
帯
で
巻
か

れ
、
生
命
維
持
装
置
で
や
っ
と
生
き
存
え
て
い
る
。

寝
台
の
向
こ
う
、
シ
ル
エ
ッ
ト
で
立
つ
人
々
裵
裵
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
勇
気
と
無
茶
は
違
う
裵
裵
。
そ
の
事
を
、
こ
の
青
年
に
教

え
る
べ
き
だ
っ
た
…
…
」

医

師
「
出
来
る
限
り
の
処
置
は
し
ま
し
た
が
…
…
」

哀
し
む
ミ
ズ
キ
を
、
シ
ョ
ー
ン
、
コ
バ
が
慰
め
て
い
る
。

カ
イ
ト
「
（
混
乱
）
」

カ
イ
ト
、
ベ
ッ
ド
に
近
づ
き
裵
裵
、
そ
の
瀕
死
状
態
で
あ
る

者
が
誰
か
を
知
る
。

カ
イ
ト
「!

!

」
そ
れ
は
カ
イ
ト
自
身
だ
っ
た
。
虚
ろ
な
目
を
見
開
き
、
生
き

続
け
る
限
り
続
く
恐
怖
に
絶
望
し
た
顔
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
う
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ
！
」

○
カ
イ
ト
の
部
屋

叫
び
声
を
上
げ
飛
び
起
き
る
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「
…
…
（
今
の
夢
は
…
…
）
」

汗
に
濡
れ
、
考
え
て
い
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

と
！

鳴
り
出
す
警
報
音
。

カ
イ
ト
「!

?

」

○
司
令
室

制
服
を
着
な
が
ら
走
り
入
る
カ
イ
ト
。
既
に
他
の
隊
員
、
ヨ

シ
ナ
ガ
教
授
も
揃
っ
て
い
た
。

カ
イ
ト
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か!

?

」

ヒ
ジ
カ
タ
「
龍
巌
岳
で
、
怪
獣
の
死
骸
が
発
見
さ
れ
た
。
エ
リ
ー
」

エ
リ
ー
「
モ
ニ
タ
に
映
し
ま
す
」

２



カ
イ
ト
「
死
骸
…
…
？
」

夜
の
山
中
、
地
元
機
関
に
よ
り
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
グ
ラ

ン
ゴ
ン
の
死
骸
。

カ
イ
ト
「!

?

あ
れ
は
裵
裵
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
グ
ラ
ン
ゴ
ン
。
前
に
出
て
き
た
怪
獣
の
別
個
体
で
し
ょ
う
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
カ
イ
ト
を
一
瞥
）
」

コ

バ
「
し
か
し
何
故
死
ん
で
る
ん
だ
…
…
？
」

映
像
は
グ
ラ
ン
ゴ
ン
の
虚
ろ
に
な
っ
た
背
部
に
寄
る
。

シ
ョ
ー
ン
「
あ
れ
？

見
て
！

背
中
に
あ
っ
た
、
マ
グ
マ
状
の
コ
ア
が
無

く
な
っ
て
い
る
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
エ
リ
ー
、
も
っ
と
大
き
く
し
て
」

エ
リ
ー
「
は
い
」ピ

ッ
。
死
骸
の
背
中
に
、
歯
形
が
残
っ
て
い
た
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
他
の
怪
獣
に
喰
わ
れ
た
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
隊
長
、
あ
の
怪
獣
は
か
つ
て
、
も
う
一
匹
の
怪
獣
と
呼
び
合
う
様

に
現
れ
ま
し
た
」

ピ
ッ
。
ラ
ゴ
ラ
ス
の
静
止
画
像
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
頷
き
）
ラ
ゴ
ラ
ス
の
別
個
体
も
い
る
と
い
う
事
か
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
し
か
も
そ
れ
は
裵
裵
、
グ
ラ
ン
ゴ
ン
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
以

前
の
よ
り
強
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

カ
イ
ト
「
…
…
」

○
龍
巌
岳
／
前
線
基
地
／
翌
日
午
後

バ
ー
ド
２
機
と
マ
ザ
ー
が
翼
を
並
べ
、
そ
の
近
く
に
仮
設
テ

ン
ト
、
ト
レ
イ
ラ
ー
の
前
線
基
地
が
設
営
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ

「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
Ｕ
Ｄ
Ｆ
は
、
龍
巌
岳
に
前
線
基
地
を
設
営
し
、
次
な

る
怪
獣
の
出
現
に
備
え
た
」

○
同
／
グ
ラ
ン
ゴ
ン
死
骸
前

変
色
し
始
め
て
い
る
グ
ラ
ン
ゴ
ン
の
死
骸
。

シ
ョ
ー
ン
は
、
僅
か
に
残
っ
た
マ
グ
マ

コ
ア
を
採
集
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
パ
ッ
ド
に
）
昨
晩
よ
り
も
急
速
に
腐
敗
が
進
ん
で
い
ま
す
」

３



パ
ッ
ド
内
ヨ
シ
ナ
ガ
「
裵
裵
怪
獣
の
化
石
と
い
う
も
の
が
殆
ど
発
見
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
の
は
、
腐
敗
が
早
く
進
む
か
ら
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
」

降
り
て
く
る
シ
ョ
ー
ン
。
金
属
ケ
ー
ス
に
、
マ
グ
マ

コ
ア

の
サ
ン
プ
ル
が
入
っ
て
い
る
。

シ
ョ
ー
ン
「
こ
の
サ
ン
プ
ル
を
解
析
す
れ
ば
、
怪
獣
の
撃
退
方
法
が
判
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

コ

バ
「
か
も
じ
ゃ
駄
目
だ
ろ
。
絶
対
発
見
し
ろ
よ
、
シ
ョ
ー
ン
」

シ
ョ
ー
ン
「
（
苦
笑
）O

K
a
y
.

」

シ
ョ
ー
ン
、
ト
レ
イ
ラ
ー
に
向
か
っ
て
い
く
。

と
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
が
走
っ
て
き
て
、
カ
イ
ト
と
ミ
ズ

キ
、
降
り
て
隊
長
の
と
こ
ろ
へ
。

カ
イ
ト
「
近
隣
の
住
民
の
避
難
、
確
認
し
ま
し
た
」

ミ
ズ
キ
「
病
院
の
患
者
も
移
送
済
み
で
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
頷
き
）
先
手
は
打
っ
た
が
裵
裵
」

ピ
ッ
。
ヒ
ジ
カ
タ
の
パ
ッ
ド
に
着
信
。

パ
ッ
ド
内
エ
リ
ー
「
隊
長
、
龍
巌
岳
に
磁
気
異
常
を
検
知
。
微
弱
な
振
動
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
」

カ
イ
ト
「
！

来
る
…
…
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、
迎
撃
！
」

隊

員
「
了
解
！
」

ミ
ズ
キ
、
コ
バ
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
１
、
２
へ
。

カ
イ
ト
は
ア
ル
フ
ァ
に
走
る
。

○
ア
ル
フ
ァ
車
内

着
席
し
た
カ
イ
ト
、
パ
ネ
ル
を
操
作
。

ア
ル
フ
ァ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ヴ
ァ
イ
パ
ー
発
射
用
意
。

▼
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
包
帯
に
く
る
ま
れ
る
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
モ
ノ
）
こ
こ
で
あ
の
時
、
マ
ッ
ク
ス
に
出
会
わ
な
か
っ
た

ら
俺
は
…
…
」

と
！

激
し
い
地
鳴
り
と
振
動
。

カ
イ
ト
「
！
」

○
龍
巌
岳

４



ド
ド
オ
オ
オ
ン
ン
ン
ン!

!

突
如
山
肌
が
崩
れ
、
悪
魔
が
そ

の
お
ぞ
ま
し
い
顔
を
見
せ
裵
裵

○
Ｏ
Ｐ

○
龍
巌
岳

姿
を
現
し
た
怪
獣
、
ラ
ゴ
ラ
ス
で
は
あ
る
が
、
そ
の
腹
部
に

は
マ
グ
マ

コ
ア
が
露
出
し
、
全
身
の
色
も
赤
黒
く
変
色
。

そ
し
て
、
そ
の
顔
裵
裵
。
最
早
そ
れ
は
進
化
し
た
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
。

○
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ト
レ
イ
ラ
ー
前

ト
レ
イ
ラ
ー
後
部
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
シ
ョ
ー
ン
。

と
！

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
、
顔
を
横
に
向
け
、
見
上
げ
て

い
る
シ
ョ
ー
ン
を
睥
睨
す
る
。

シ
ョ
ー
ン
「
裵
裵
」

ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
裵
裵
。
そ
れ
は
哄
笑
し
て
い
る
声
な
の
か
。

シ
ョ
ー
ン
「
（f

r
i
g
h
t
e
n
e
d
)

I
t
'
s

t
e
r
r
o
r
.
.
.

」

黒
目
の
無
い
眼
は
煌
々
と
輝
き
、
口
蓋
は
お
ぞ
ま
し
く
裂
け

て
い
る
。
そ
れ
は
見
る
者
を
恐
怖
さ
せ
る
、
ま
さ
に
悪
魔
の

姿
だ
。

と
！

頭
上
を
飛
ぶ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
無
線
／
オ
フ
）
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

β
５
！

冷
凍
光
線

に
気
を
つ
け
ろ
！
」

○
龍
巌
岳

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
、
バ
ー
ド
１
、
２
、
ア
ル
フ
ァ
に
よ
る
集

中
攻
撃
。
ミ
サ
イ
ル
弾
幕
が
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
に
向
か
っ

て
い
く
。

と!
!

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
の
身
体
、
マ
グ
マ

コ
ア
を
中

５



心
に
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
様
に
光
り
裵
裵

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「!

!

ミ
サ
イ
ル
が
！
」

○
龍
巌
岳

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
に
向
か
っ
て
い
た
ミ
サ
イ
ル
、
身
体
に

触
れ
る
直
前
で
自
壊
裵
裵
、
閃
光
と
共
に
爆
発
！

○
ミ
ズ
キ
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「
ミ
サ
イ
ル
が
効
か
な
い
！
」

嘲
笑
う
か
の
様
に
声
を
上
げ
、
躯
を
揺
ら
せ
て
い
る
ラ
ゴ
ラ

ス

エ
ヴ
ォ
。
ミ
ズ
キ
機
に
超
温
差
光
線
を
吐
く
。

ミ
ズ
キ
「
く
っ
」咄

嗟
に
操
縦
桿
を
引
く
。

○
龍
巌
岳

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ッ
ッ!

!

超
温
差
光
線
を
必
死
に
か
わ

し
転
回
し
て
い
る
ミ
ズ
キ
機
。

コ

バ
「

(

オ
フ
／
無
線
）
ミ
ズ
キ!

!

早
く
振
り
切
れ!

!

そ
の
光
線
は

近
づ
い
た
だ
け
で
や
ら
れ
ち
ま
う
！
」

○
ミ
ズ
キ
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

超
温
差
光
線
の
影
響
で
激
し
い
振
動
の
機
内
。

ミ
ズ
キ
「
（
必
死
）
ク
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ッ
ッ
ッ
！
」

○
龍
巌
岳

や
っ
と
超
温
差
光
線
が
途
切
れ
、
ミ
ズ
キ
機
、
逃
げ
き
る
。

６



○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
車
内

カ
イ
ト
「
（
安
堵
）
ミ
ズ
キ
…
…
」

カ
イ
ト
、
眼
を
怪
獣
に
向
け
た
ま
ま
、
マ
ッ
ク
ス

ス
パ
ー

ク
を
無
意
識
に
取
り
出
し
た
。

カ
イ
ト
「

(

モ
ノ)

裵
裵
俺
は
、
マ
ッ
ク
ス
の
力
に
頼
っ
て
ば
か
り
だ
…
…
」

カ
イ
ト
、
ス
パ
ー
ク
を
置
き
、
パ
ネ
ル
操
作
。

ブ
ラ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
を
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
に
放
ち
な
が
ら

急
発
進
。

○
龍
巌
岳

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
、
ア
ル
フ
ァ
に
振
り
向
き
、
ア
ル
フ
ァ

を
追
い
始
め
る
。

カ
イ
ト
「
（
無
線
／
オ
フ
）
隊
長
！

ア
ル
フ
ァ
で
怪
獣
の
気
を
引
き
ま
す
」

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「
気
を
つ
け
ろ
カ
イ
ト
！

コ
バ
！

プ
ラ
ズ
マ
シ
ョ
ッ
ト
を
撃

て
！
」

コ

バ
「
了
解
！

裵
裵
（
呟
き
）
ど
こ
を
狙
う
…
…
。
そ
こ
だ
！
」

○
龍
巌
岳

バ
ー
ド
２
、
機
体
前
部
ブ
レ
イ
ド
間
に
プ
ラ
ズ
マ
を
発
生
。

そ
れ
を
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
に
向
け
放
つ
！

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
腹
部
の
マ
グ
マ

コ
ア
に
激
突
す
る
プ

ラ
ズ
マ
。
マ
グ
マ

コ
ア
の
輝
き
が
少
し
鈍
く
な
っ
た
。

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
や
っ
た
か!

?

」

ミ
ズ
キ
「
！

怪
獣
が
地
底
に
潜
り
始
め
た
！
」

７



○
龍
巌
岳

素
早
く
地
底
に
潜
っ
て
し
ま
う
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
。

○
ア
ル
フ
ァ
車
外

走
り
出
て
く
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
し
ま
っ
た
…
…
。
逃
し
て
し
ま
っ
た
…
…
」

後
悔
し
て
い
る
カ
イ
ト
。

○
龍
巌
岳
前
線
基
地
／
夜

Ｎ

「
進
化
し
た
怪
獣
、
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
は
地
底
で
不
気
味
に
沈
黙

し
て
い
た
」

テ
ン
ト
内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
、
シ
ョ
ー
ン
以
外

の
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
隊
員
。

○
テ
ン
ト
内

液
晶
パ
ネ
ル
に
浮
か
ぶ
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
の
画
像
。

コ

バ
「
一
体
こ
い
つ
の
体
ン
中
は
ど
う
な
っ
て
ん
だ
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
ヨ
シ
ナ
ガ
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
怪
獣
は
単
に
強
く
な
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、
知
能
も
進
化
し
て
い
る
ら
し
い
」

ミ
ズ
キ
「
こ
の
顔
裵
裵
、
あ
の
声
裵
裵
。
人
間
を
嘲
笑
っ
て
る
み
た
い
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
自
分
の
判
断
の
甘
さ
を
悔
い
て
い
る
）
」

コ

バ
「
シ
ョ
ー
ン
、
こ
い
つ
を
撃
破
出
来
る
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
な
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
ト
レ
イ
ラ
ー
の
方
を
見
て
）
う
む
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
自
分
が
見
て
き
ま
す
」

カ
イ
ト
、
出
て
い
く
。
見
送
る
ミ
ズ
キ
。

○
ト
レ
イ
ラ
ー
内

小
さ
な
実
験
光
線
発
射
装
置
に
光
が
満
ち
て
い
く
。
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ア
イ
シ
ー
ル
ド
越
し
に
見
つ
め
、
操
作
コ
ン
ソ
ー
ル
の
キ
ー

ボ
ー
ド
に
数
値
を
入
力
す
る
シ
ョ
ー
ン
。

と
！

そ
の
瞬
間
に
自
壊
し
て
し
ま
う
発
射
装
置
。
煙
が
立

ち
込
め
る
。

ド
ア
が
開
き
入
っ
て
く
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
大
丈
夫
か
シ
ョ
ー
ン!

?

」

シ
ョ
ー
ン
「
（
咳
き
込
み
）I

'
m

O
k
a
y
,

b
u
t
.
.
.

」

壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
実
験
光
線
発
射
装
置
。

シ
ョ
ー
ン
「
怪
獣
の
マ
グ
マ

コ
ア
を
自
滅
さ
せ
るA

G

メ
ー
ザ
ー
、A

n
t
i

G

e
o
-
M
o
n
s
t
e
r

M
A
S
E
R

、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
出
来
た
け
ど
、
そ
の

周
波
数
に
合
わ
せ
る
と
、
発
射
前
に
壊
れ
て
し
ま
う
ん
だ
…
…
」

カ
イ
ト
「
！

プ
ラ
ン
は
出
来
て
る
ん
だ
ろ
？

凄
い
じ
ゃ
な
い
か
。
あ
と

少
し
だ
よ
」

シ
ョ
ー
ン
「
…
…
」

力
な
く
椅
子
に
座
る
シ
ョ
ー
ン
。

シ
ョ
ー
ン
「
バ
ー
ド
か
ら
発
射
し
た
途
端
に
、
バ
ー
ド
自
体
が
壊
れ
る
よ
。

次
に
怪
獣
が
現
れ
る
ま
で
に
、
解
決
方
法
が
思
い
浮
か
べ
ば
…
…
」

カ
イ
ト
「
思
い
つ
く
さ
。
き
っ
と
出
来
る
」

シ
ョ
ー
ン
「
出
来
な
く
て
も
、
き
っ
と
マ
ッ
ク
ス
は
助
け
て
く
れ
る
…
…
」

カ
イ
ト
「
！
」

シ
ョ
ー
ン
「
裵
裵
僕
は
、
今
日
初
め
て
怪
獣
を
怖
い
と
思
っ
た
…
…
。
怪
獣

は
単
に
巨
大
な
生
物
じ
ゃ
な
い
。
あ
い
つ
は
明
ら
か
に
僕
た
ち
を

憎
ん
で
い
た
し
、
弱
い
生
き
物
だ
と
嘲
っ
て
い
た
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
シ
ョ
ー
ン
…
…
」

○
ト
レ
イ
ラ
ー
前

気
に
な
っ
て
や
っ
て
く
る
ミ
ズ
キ
裵
裵
、
が
、
中
を
覗
く
と

誰
も
い
な
い
。

ミ
ズ
キ
「
？
（
見
回
す
）
」

ト
レ
イ
ラ
ー
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
を
、
並
ん
で
歩
い
て

い
る
カ
イ
ト
と
シ
ョ
ー
ン
の
後
ろ
姿
が
見
え
た
。

○
前
線
基
地
近
く
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並
ん
で
座
る
カ
イ
ト
と
シ
ョ
ー
ン
。

シ
ョ
ー
ン
「
僕
は
、
自
分
の
発
明
し
た
も
の
で
怪
獣
を
倒
す
の
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
、
な
の
か
な
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
俺
も
さ
、
最
近
マ
ッ
ク
ス
に
頼
っ
ち
ゃ
っ
て
る
な
ぁ
っ
て
、

自
分
で
も
思
っ
て
た
ん
だ
」

シ
ョ
ー
ン
「
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
、
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
ま
で
来
る
が
、
声
を
か
け

ら
れ
ず
に
い
る
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
俺
、
中
学
く
ら
い
か
ら
旅
行
が
好
き
で
さ
裵
裵
」

シ
ョ
ー
ン
「
…
…
？
」

カ
イ
ト
「
よ
く
一
人
で
色
ん
な
所
へ
旅
し
て
た
。
よ
り
に
よ
っ
て
、
俺
が
旅

に
出
て
る
時
に
裵
裵
、
家
が
地
震
災
害
に
遭
っ
て
裵
裵
、
俺
の
親

は
…
…
」

シ
ョ
ー
ン
「
…
…
」

聞
い
て
い
た
ミ
ズ
キ
も
や
や
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。

カ
イ
ト
「
俺
は
親
を
救
う
事
す
ら
出
来
な
か
っ
た
。
け
ど
、
こ
れ
が
運
命
だ

な
ん
て
俺
は
考
え
た
く
な
い
ん
だ
裵
裵
。
俺
は
何
の
才
能
も
無
い
し
、

だ
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
入
隊
テ
ス
ト
に
も
落
ち
た
し
裵
裵
、
も
う
、
俺

の
親
は
救
え
な
い
け
ど
裵
裵
、
こ
れ
か
ら
救
え
る
人
は
い
る
、
そ
う

思
っ
た
ん
だ
…
…
」

シ
ョ
ー
ン
「
カ
イ
ト
…
…
」

カ
イ
ト
「
シ
ョ
ー
ン
に
は
才
能
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
シ
ョ
ー
ン
の
才
能
で
、

多
く
の
人
の
命
が
救
え
た
じ
ゃ
な
い
か
」

シ
ョ
ー
ン
「
裵
裵
（
何
度
も
頷
き
）Y

e
a
h
.
.
.

T
h
a
n
k

y
o
u
,

カ
イ
ト
」

カ
イ
ト
「
（
微
笑
）
裵
裵
俺
た
ち
が
頑
張
ら
な
き
ゃ
、
マ
ッ
ク
ス
だ
っ
て
助

け
て
く
れ
な
い
さ
」

シ
ョ
ー
ン
「
（
決
意
の
顔
で
）
裵
裵A

G

メ
ー
ザ
ー
、
絶
対
に
完
成
さ
せ
る
よ
」

カ
イ
ト
「
（
頷
く
）
裵
裵
」
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ミ
ズ
キ
「
…
…
」

○
前
線
基
地
テ
ン
ト
前

カ
イ
ト
、
戻
っ
て
く
る
。
と
、
テ
ン
ト
脇
に
ミ
ズ
キ
が
背
を

向
け
て
立
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
？
」

ミ
ズ
キ
「

(
オ
フ)

カ
イ
ト
、
御
免
ね
」

カ
イ
ト
「
え
…
…
？
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
横
顔
）
あ
た
し
、
カ
イ
ト
が
何
で
あ
ん
な
に
無
茶
な
事
し

て
た
の
か
、
全
然
判
っ
て
な
か
っ
た
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
苦
笑
）
聞
い
て
た
ん
だ
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
欲
し
か
っ
た
な
、
あ
た
し
に
も
」

ミ
ズ
キ
、
そ
の
ま
ま
向
こ
う
へ
去
っ
て
い
く
。

カ
イ
ト
「
…
…
」

○
龍
巌
岳
／
翌
朝

夜
が
明
け
た
裵
裵
。

と
！

激
し
く
地
が
揺
れ
、
地
割
れ
と
共
に
出
現
す
る
ラ
ゴ

ラ
ス

エ
ヴ
ォ
。

○
前
線
基
地

隊
長
の
前
に
並
ぶ
隊
員
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
怪
獣
は
都
市
部
に
向
か
っ
て
侵
攻
を
始
め
た
。
絶
対
に
都
市
部

へ
入
れ
る
な
！
」

隊

員
「
は
い
！
」

コ

バ
「
（
ト
レ
イ
ラ
ー
に
振
り
向
き
）
シ
ョ
ー
ン
の
奴
、
未
だ
出
来
な
い

の
か
よ
！
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
」

カ
イ
ト
「
シ
ョ
ー
ン
は
今
も
必
死
に
方
法
を
考
え
て
い
て
、
絶
対
に
Ａ
Ｇ
メ

ー
ザ
ー
を
作
り
上
げ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
達
で
裵
裵
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
頷
き
）
ミ
サ
イ
ル
は
使
え
な
い
。
恐
ら
く
プ
ラ
ズ
マ
シ
ョ
ッ
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ト
に
も
耐
性
が
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
口
の
中
を
ブ
レ
イ
ク
シ
ョ

ッ
ト
で
狙
う
し
か
な
い
。
だ
が
、
奴
は
超
温
差
光
線
を
吐
い
て
く

る
裵
裵
。
覚
悟
し
ろ
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、
出
動
！
」

隊

員
「
了
解
！
」

上
昇
す
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
１
、
２
、
マ
ザ
ー
。

カ
イ
ト
は
再
び
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
に
乗
車
。

○
ト
レ
イ
ラ
ー
内

必
死
に
モ
ニ
タ
の
数
値
を
見
な
が
ら
調
整
し
て
い
る
シ
ョ
ー

ン
。
髪
を
掻
き
む
し
り
、
必
死
に
思
考
。

シ
ョ
ー
ン
「(

m
u
t
t
e
r
)

C
o
m
e

o
n
,

c
o
m
e

o
n
,

c
o
m
e

o
n
.
.
.

」

○
龍
巌
岳

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
が
向
か
う
方
裵
裵
、
谷
間
の
向
こ
う
に

は
街
が
広
が
っ
て
い
る
。

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
を
阻
止
す
べ
く
、
バ
ー
ド
１
、
２
が
時

間
差
で
ビ
ー
ム
を
放
つ
。

グ
オ
オ
オ
オ
ッ
！

超
温
差
光
線
が
二
機
を
襲
う
。

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
直
撃
ど
こ
ろ
か
、
１
０
ｍ
近
づ
い
た
だ
け
で
も
蒸
発
さ
せ
ら
れ
る

ぜ
！
」

ミ
ズ
キ
「
吐
き
終
わ
っ
た
時
に
狙
う
わ
！
」

コ

バ
「
了
解
だ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
」

○
龍
巌
岳

光
線
を
吐
き
終
え
た
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
の
口
内
目
掛
け
、

二
機
が
ビ
ー
ム
を
撃
つ!

!

し
か
し
！

即
座
に
再
び
光
線
を
吐
か
れ
て
し
ま
う
。
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バ
ー
ド
１
号
、
姿
勢
を
崩
し
、
降
下
し
て
い
く
。

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
車
内

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
！
」

即
座
に
ギ
ア
を
入
れ
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
カ
イ
ト
。

○
岩
地

降
下
し
て
く
る
バ
ー
ド
１
。

近
く
ま
で
走
り
込
ん
で
き
た
ア
ル
フ
ァ
裵
裵
。

カ
イ
ト
、
マ
ッ
ク
ス

ス
パ
ー
ク
を
手
に
飛
び
出
し
て
い
く
。

不
自
然
な
態
勢
で
落
下
し
て
い
く
バ
ー
ド
１
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
ィ
ィ
ィ
ッ
ッ
！
」

走
っ
て
い
く
カ
イ
ト
裵
裵
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
に
裵
裵

カ
イ
ト
「

(

モ
ノ)

こ
れ
は
、
あ
の
時
と
同
じ
だ
…
…
」

○
一
話
リ
プ
ラ
イ
ズ不

時
着
し
た
バ
ー
ド
１
に
走
っ
て
い
く
、
私
服
の
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
が
操
縦
す
る
バ
ー
ド
の
後
方
か
ら
迫
る
、
赤
い
光
球
。

○
岩
地

走
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

カ
イ
ト
「

(

モ
ノ)

マ
ッ
ク
ス
裵
裵
、
教
え
て
く
れ
裵
裵
」

走
り
な
が
ら
、
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
を
腕
に
つ
け
る
カ
イ
ト
。

光
に
包
ま
れ
る
裵
裵
。

○
赤
い
光
球
の
中

そ
こ
は
、
一
話
で
カ
イ
ト
と
マ
ッ
ク
ス
が
出
会
っ
た
と
こ
ろ
。

眩
し
げ
に
見
上
げ
る
カ
イ
ト
裵
裵
。
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カ
イ
ト
「
君
と
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
、
僕
は
死
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

マ
ッ
ク
ス
、
ど
う
し
て
僕
を
選
ん
だ
ん
だ
裵
裵
」

前
に
立
っ
て
い
る
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
。

カ
イ
ト
「
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
。
君
は
Ｍ
７
８
星
雲
か
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
地
球

に
来
た
ん
だ
？
」

マ
ッ
ク
ス
「
我
々
は
、
文
明
が
進
ん
だ
惑
星
が
、
宇
宙
と
調
和
出
来
る
か
ど

う
か
を
観
察
し
て
い
る
。
本
来
、
我
々
は
直
接
そ
の
惑
星
に
は
干

渉
し
な
い
」

カ
イ
ト
「
だ
け
ど
裵
裵
、
今
俺
た
ち
に
は
、
マ
ッ
ク
ス
の
力
が
必
要
だ
裵
裵
」

マ
ッ
ク
ス
「
私
は
い
つ
ま
で
も
こ
の
地
球
に
留
ま
れ
な
い
。
宇
宙
と
調
和
し

て
い
く
の
は
、
人
間
の
す
べ
き
事
だ
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
」

マ
ッ
ク
ス
「
し
か
し
カ
イ
ト
裵
裵
、
君
の
、
み
ん
な
を
守
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
私
を
動
か
し
た
の
だ
。
私
は
、
君
に
今
託
し
て
い
る
。
自

分
の
判
断
を
信
じ
た
ま
え
、
カ
イ
ト
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
あ
り
が
と
う
、
マ
ッ
ク
ス
」

○
変
身
シ
ー
ク
ェ
ン
ス

カ
イ
ト
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
へ
。

○
龍
巌
岳

マ
ッ
ク
ス
、
バ
ー
ド
１
を
手
で
支
え
る
。

○
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「
（
微
笑
）
あ
り
が
と
う
マ
ッ
ク
ス
。
も
う
平
気
」

○
龍
巌
岳

マ
ッ
ク
ス
の
手
か
ら
飛
び
立
つ
バ
ー
ド
１
。

マ
ッ
ク
ス
の
出
現
に
気
づ
い
た
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
、
咆
哮

を
上
げ
、
マ
ッ
ク
ス
に
迫
っ
て
い
く
。

１４



身
構
え
る
マ
ッ
ク
ス
。

○
マ
ザ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
。
気
を
つ
け
て
く
れ
裵
裵
。
こ
い
つ
は
裵
裵
」

○
龍
巌
岳

マ
ッ
ク
ス
対
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
。

狡
猾
な
る
怪
獣
は
、
マ
ッ
ク
ス
の
攻
撃
を
巧
み
に
か
わ
す
。

マ
ク
シ
ウ
ム

カ
ノ
ン
発
射
！

し
か
し
、
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
は
そ
れ
を
吸
収
し
て
し
ま
う
。

マ
ッ
ク
ス

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
召
喚
。

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
目
掛
け
、
突
き
進
む
マ
ッ
ク
ス
。

が
！

超
温
差
光
線
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
す
ら
寄
せ
つ
け
な
い
。

押
し
倒
さ
れ
る
マ
ッ
ク
ス
。

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
の
口
蓋
が
、
マ
ッ
ク
ス
の
肩
に
噛
み
つ

き
離
さ
な
い
。

○
バ
ー
ト
２
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
マ
ッ
ク
ス
ま
で
も
が
喰
わ
れ
ち
ま
う!

!

シ
ョ
ー
ン!

!

未
だ
か!

?

」

○
ト
レ
イ
ラ
ー
内

シ
ョ
ー
ン
「Y
e
s
!
!
!
!

出
来
た!

!

Ａ
Ｇ
メ
ー
ザ
ー
発
射
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
完
成
し
た!

!

エ
リ
ー
！
」

モ
ニ
タ
に
浮
か
ぶ
エ
リ
ー
。

シ
ョ
ー
ン
「
こ
れ
か
ら
送
る
二
つ
の
デ
ー
タ
を
バ
ー
ド
１
、
バ
ー
ド
２
に
そ

れ
ぞ
れ
転
送
し
て
く
れ
」

モ
ニ
タ
内
エ
リ
ー
「
は
い
。
転
送
し
ま
す
」

○
バ
ー
ド
１
／
２
コ
ク
ピ
ッ
ト
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モ
ニ
タ
に
浮
か
ぶ
シ
ョ
ー
ン
。

シ
ョ
ー
ン
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｇ
メ
ー
ザ
ー
発
射
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
バ
ー
ド
１
、
バ
ー
ド
２
に
転
送
し
た
。
違
う
周
波
数
の
二
つ

の
光
線
を
同
時
に
発
射
し
、
怪
獣
の
マ
グ
マ

コ
ア
の
直
前
で
合

成
す
る
ん
だ
。
こ
れ
な
ら
自
分
が
爆
発
す
る
事
が
な
い
」

ミ
ズ
キ
「
（
笑
み
）
や
っ
た
わ
ね
、
シ
ョ
ー
ン
！
」

コ

バ
「
お
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
！

ミ
ズ
キ
！

タ
イ
ミ
ン
グ
外
す
ん
じ
ゃ
ね

ぇ
ぞ
！
」

ミ
ズ
キ
「
（
不
敵
）
そ
っ
ち
こ
そ
ね
」

○
龍
巌
岳

必
死
に
立
ち
上
が
る
マ
ッ
ク
ス
だ
が
、
背
後
か
ら
が
っ
ち
り

と
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
ッ
ク
ス
の
カ
ラ
ー
タ
イ
マ
ー
が
赤
く
明
滅
し
始
め
た
。

と
！

飛
来
し
て
く
る
バ
ー
ド
１
、
２
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ー
ム
発
射
管
が
赤
と
青
の
光
に
輝
く
。

マ
ッ
ク
ス
、
バ
ー
ド
の
接
近
に
気
づ
き
裵
裵

○
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
そ
う
よ
！
マ
ッ
ク
ス
！
）
」

○
龍
巌
岳

マ
ッ
ク
ス
裵
裵
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
し
た
か
の
様
に
裵
裵

サ
ッ
と
体
を
反
転
さ
せ
、
ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
の
背
部
へ
飛

び
込
み
裵
裵
、
怪
獣
を
逆
に
後
ろ
か
ら
抑
え
る
。

○
同
／
地
上

ト
レ
イ
ラ
ー
か
ら
走
り
出
た
シ
ョ
ー
ン
裵
裵

シ
ョ
ー
ン
「
今
だ!

!

Ａ
Ｇ
メ
ー
ザ
ー
、
発
射!

!

」
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○
龍
巌
岳

バ
ー
ド
１
、
２
、
赤
と
青
の
光
線
を
同
時
に
放
つ
。

二
つ
の
光
線
は
マ
グ
マ

コ
ア
の
直
前
で
合
成
さ
れ
裵
裵
、

と
て
つ
も
な
い
輝
き
に
な
り
裵
裵

ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
ン
ン
ン
ン!

!
!
!
!
!

マ
グ
マ

コ
ア
が
微
塵
に
破
砕
。

ラ
ゴ
ラ
ス

エ
ヴ
ォ
の
体
、
塵
と
な
っ
て
消
失
し
て
い
く
。

○
地
上

シ
ョ
ー
ン
「A

l
r
i
g
h
t
!

」

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
よ
し
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
や
っ
た
ぁ
ぁ
！
」

コ

バ
「
（
ニ
ヤ
リ
と
サ
ム
ア
ッ
プ
）
」

○
龍
巌
岳

マ
ッ
ク
ス
、
二
機
の
バ
ー
ド
に
サ
ム
ア
ッ
プ
し
裵
裵
、

飛
翔
。

○
前
線
基
地

笑
顔
で
集
ま
り
シ
ョ
ー
ン
の
頭
を
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
し
て
い

る
隊
員
達
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
シ
ョ
ー
ン
、
よ
く
や
っ
た
」

シ
ョ
ー
ン
「
ま
、
天
才
の
閃
き
っ
て
奴
で
す
よ
」

コ

バ
「
今
度
か
ら
、
も
ち
っ
と
早
め
に
閃
い
て
く
れ
よ
な
」

一
同
、
笑
う
そ
こ
へ
、
遅
れ
て
走
っ
て
く
る
カ
イ
ト
。

ミ
ズ
キ
、
満
面
の
笑
み
で
手
を
振
る
。

カ
イ
ト
「

(

モ
ノ)

マ
ッ
ク
ス
裵
裵
。
今
は
君
の
力
が
必
要
だ
。
俺
は
、
君

１７



の
期
待
に
、
精
一
杯
応
え
て
い
く
裵
裵
。
そ
し
て
、
い
つ
か
遠
い

未
来
裵
裵
、
俺
た
ち
地
球
人
も
、
君
た
ち
の
様
に
宇
宙
に
飛
び
立

つ
だ
ろ
う
裵
裵
」

以
下
次
回
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